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≡西ドイツの旅③1

ドイツ連邦共和国の各少ト地質調査所

①

神戸信和

ドイツ連邦共和国における地質調査研究機構の概要お

よびドィッ連邦地質調査所については地質ニュｰス150

号ですでにお伝えしてきたとおりであるがとくに諸外

国の技術援助調査研究に主力を注ぐことを第一義とする.

連邦政府最高唯一の地質調査研究機関であるドイツ連

邦地質調査所(Bundesanstalt舳rBodenforschmg)は

ノ･ノｰバｰ市(Hamover)に居を構えて長官ハンス･

ヨアチム･マノレティニィｰ教授(Pr註sid㎝tProiDr.

HansJoachimMartini)の指導によって飛躍的に発

展を続け酉ドイツの経済復興と産業再建に貢献するこ

とはもとより世界における低開発地域あるいは開発途

上国の産業発展に大きく寄与していることは全くの驚

異であり敬服に値する.

ドイツ連邦共和国にはドイツ連邦地質調査所のほか

に･行政上10州に分かれそれぞれの州には全く独自

に州に所属する地域の地質調査やら専門地質研究を

行なっている下記のごとき各州地質調査所がある(第

1図参照).
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シュレスウイッビｰホルスタイン地質調査所(Geo1og1sc-

��慮��浴����札�汳�楮�

所在地:23Kie1･Wik,MecklenburgerStL22/24

ノ･ンブルグ地質調査所(GeologischesLandesamtHamb-

urg)所在地:2Hambur9130berstrasse88

二一ダｰサクセン地質調査所(Nieders註｡hsischesLand-

esamtf肚Bode㎡orschung)

所在地:3Hamover･Buchholz,A1{red･Bentz-Haus.

ノｰルドラインｰウェストファｰレン地質調査所(Geolo･

gischesLandesamtNordrhein-Westfal㎝)

所在地:415KefeldWestwa11124

ヘッセン地質調査所(HessischesLandesamtf阯Bode-

nforsch11㎎)所在地:62Wiesbad肌Leberberg9･11

ラインラントｰファルツ地質調査所(GeologischesLan･

��浴���慮搭偦��

所在地:65Mainz,F1achsmarktstrasseg

ザｰルラント地質調査所(GeologischesLandesamtdes

Saar1andes)所在地:6601Ensheim/Saar,F1ughaf㎝.

バｰデンｰヴユルテンヘノレグ地質調査所(Geologisches

LandesamtinBaden-W首rttembe㎎)

所在地:78Fre1burgiBrsg.A1bert･Strasse5

バイエルン地質調査所(BayerischesGeo1og三schesLan-

desa㎜t)

所在地:8M竈nchen22,Prinzregenten･strasse28

各州地質調査所の任務

ドイツ連邦地質調査所が世界における後進国の技術援

助調査研究や国際協力に基づく調査研究に主眼をおく

のに反し各州地質調査所はそれぞれの州に直接関係

のある地域地質研究地質図幅調査研究鉱床調査研究

燃料地質調査研究水資源調査研究などをそれぞれの

地域的特殊1生に呼応してそれぞれの専門家を擁して独

自に実施しているのである.

本文では順をおって各州地質調査所の機構や構成

人員の概略をその地域的環境とあわせてご紹介した

いと思う･私は1965年のドイツ連邦地質調査所留学期

間中に二一ダｰサクセン地質調査所やバイエノレン地質

調査所を実際に見学することカミできたのでこれらの地

質調査所にっいてはほかの地質調査所よりやや詳しく

お知らせすることにしたい.

シュレスウィッビｰホルスタイン地質調査所

1.環境シュレズヴィッビｰホルスタイン州は

酉ドイツ最北部に位置しその大部分はユトランド半島

第1図ドイツ連邦共和国の州地質調査所の所在地�
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(J皿1andHa1binsel)の南半部を占めて北限はデンマ

ｰク(D昼nemark)と接している.この付近の地形や

地質にっいてはちょうど1965年6月初旬に北ドイツ最

北端の町フレンズブノレグ市(F1ensburg)で行なわれ

た第32回北酉ドイツ地質学者研究協同体会議(Tagu･

ngderArbeits-geme三nschaftderNordwestdeutschen

Geologen)や地質巡検に参加したおりに見聞したとき

のことが回想されてくる.

要するにユトランド半島の大部分は地質的には洪

積世の氷河期や間氷期の堆積物により被覆され後氷期

の隆起運動をうけて低い丘陵地帯を呈するに至ったの

である.いわゆる氷堆石=モレｰン(Mor葛ne)の広く

分布しているのもこの地方である.

ノ･ンブルグ市から汽車や自動車でデンマｰク国との

国境近くにあるフレンスブルク市へ向かう遣すカミら

点々と放牧された牛の群に気がつくのであるかこの

ユトランド半島一帯には原産地をオランダ国の北オラ

ンダ州およびフリｰスランド州とするいわゆるホルス

タイン種カミ早くから分布していたと書われ家中として

の飼育の歴史が2000年以上におよぶそうである.

さて地質調査所はどこにあるのかというとシュレス

ウイッビｰホルスタイン州の主都キｰノレ市(Kie1)にあ

りこの町はバノレト海(OstSee)に面し人口27万を擁

しドイツ唯一の乳酸菌研究所キｰノレ大学(Christian･

A1brechts-Universi飾Kie1一創立1665年)植物園(der

botanischeGarten)がある.

2.機構地質調査所の機構を通覧すると測量

水理地質基盤地質鉱床地質土壌地質地球化学微古生

物製図資料標本管理の各部門に分かれ氷河堆積物

に被覆された特殊な条件による地質をあらゆる角度

から解明しようと努力しているのである.すたわち

基盤岩類や水理地質あるいは北海(NordSee)やバル

ト海に面した海岸地質の問題は重要准もののひとっで

ある.測量技術者や製図技術者を比較的多く擁して

事業を行狂っているのはシュレスウイッビｰホノレスタ

イン地質調査所の1つの特色といえよう.

蓬.人鳶配霞所長副所長を含めて地質学

者18人化学者1人一般技術者4人実験技術者11人

実験補助員§人製図技術者2人測量技術者8人管

理関係事務職員藪人自動車運転技術者4人清掃員3

人兼務職員1人の総計66人の職員が勤務しているので

ある.

ハンブルク地質調査所

1･環境シュレスウイッビｰホルスタイン州の

南隈を境するエノレベ河(d三eE1be)を北海(NordSee)

にそそぐ河口からおよそ100kmさかのぼってアル

スタｰ河(dieA1ster)と合流するところにハンプノレグ

市(Ham･burg)が位置する.ノ･ンブルグ市は西ドイ

ツ最大の港湾都市で人口190万を擁している.

ハンブルク市は正式には自由ハンザ(同盟)都市ノ･

ンブノレグ(dieFreieundHansestadtHa皿burg)と言

われ9世紀初めのノ･シマ･ブルク(Ham-n1aburg)に

始まり中世にはノ･ンザ同盟都市のひとつとして活躍し

たと言われている.

ノ･ンブノレグ市は現在も北ドイツで最も外くの人口を

擁し日本の船舶や世界各国の船舶が出入りして横浜

港にみられるようなあるいはそれ以上の活気をおびた

国際港や日本航空や各国の航空機カ溌着する国際空港

を有しまさに西ドイツの北の玄関と言えよう.

市の中央には同本をはじめ各国の領事館商社航空

合杜があり市庁舎=ラｰト･ノ'ウス(Rathaus)中央停

酉1ぐイツ最北端にあるフレンスブルク港

ユトランド半島のデンマｰク領でみられたモレｰン(氷堆石)の分布する小高い丘�
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ユトランド半島の西海岸で北海を望むはるかに北フリｰスランド

諸島カ重みえる

車場(Hauptbahnhof)裁判所(Gericht)美術館(K吐

nstha11e)美術工芸博物館(Museumf服K㎜stund

Gewerbe)聖ミカェノレ大寺院(GrosseSt.Michae工is-

kirche)ビスマルク記念塔(BismarとkDenたma1)などの

建造物もある･また市の郊外には世界的に有名族ハ

ｰゲンベック動物園(HagenbeckMenagerie)があり

一度は見物するのもよいと思う.

創辛1919年のハンブルク大学(Univers舳tHamburg)

は学生数において18,000名に達し酉ドイツで三番目

の大学であるといわれている.

ハンプノレグ市は一都市であるが独立した行政権を有.

するドイツ連邦共和国10州のうちのひとつで市民議会

はすなわち州議会に相当する権限をもっておりそこ

にノ･ンブルグ市の特殊性があるといえよう.

2.機構地質調査所の機構拾よび業務内容を概

観すると工学地質地質図幅ハンブルクの地盤地質計画図

エルベ河流域の地質土質力学および実験室湿地帯地質花

粉分析資料庶務にわかれノ･ンブルグ周辺の都市的

性格から生ずる工学地質地盤地質さらに近傍の湿地

帯環境から必然的に要請される湿地帯地質の研究がさ

かんに行なわれているのは州地質調査所としての存在

を意義あらしめているものといえよう.

5･人員配蟹このような仕事にたずさわる職

員は所長1人科学審議官1人科学官3人技術官

2人測量技師1人製図技師1人実験技師2人事

務官3人清掃員1人の総計15人である.

二一ダｰサクセン地質調査所

1･環境二一ダｰサクセン地質調査所はドイ

ツ連邦地質調査所のあるハノｰバｰ市(Hanmverニ

ニｰダｰザクセン州の首都)に所在し共にアルフレッ

ド･ベンツ･ノ･ウス(A1fredBentzHaus)のなかにあ

り所長はハンス･ヨァチム･マノレティニィｰ教授

(Pro£DLHansJoachi皿M舳ini)が兼務し人事的

業務的交流も共に密に行なわれておりこの点がほか

の州地質調査所と相違するのではなかろうか.ハノｰ

バｰ市の環境や歴史についてはすでに地質ニュｰス

150号の､ドイツ連邦地質調査所の研究活動､の放か

に述べてきたので省略する.

ハンブルク術の北西およそ8k㎜の郊外にある世界的に有名汰ハｰゲン

ベック動物園の入口

2.機構および調査研究活動私は1965

年のドイツ連邦地質調査所留学中ノ･ノｰバｰ市のアル

フレッド･ベンツ･ハウスに居を構える二一ダｰサク

セン地質調査所の機構を知る機会が与えられたりまた

実際に図幅調査研究や湖沼調査研究などの実状やらあ

るいは実験研究室の現状などを見聞することができたの

でやや詳しくお伝えしたいと思う.

機構を概観するとマルティニィ所長およびリヒタｰ

･バｰンブルク副所長により管理されて6部37課

ハノｰバｰ市の中央停車駅の駅前広場�
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および独立課7課さらにブレｰメン支所(Ausse･

nste11eBremen,28Bremen,Werderstr.101)が運営

されている.二一ダｰサクセン州地質調査所の業務は

州の経済発展に貢献すべく調査と研究がすすめられて

いるのであるがとくに地球物理部や石油部は共同研

究課題の範囲において他の州の経済発展にも大いに

寄与しているのである.

地球物理部地球物理部は州地質調査所のなかで

二一ダｰサクセン州地質調査所のみが有する地球物理学

に関する調査研究組織でドイツ連邦地質調査所の地球

物理学研究部と兵にドイツ連邦共和国内の調査研究事

業に携わっており二一ダｰサクセン州地質調査所の特

色でもある.事業としては地球物理学的成果を系統

的に収集し事業会社および個人の研究を総合し合わ

せて水資源開発鉱産資源開発基礎研究促進をはか

っている.さらに州地質調査所鉱山監督局の要請

にごた走ることを任務としている､

重力探輩課:大構造の解明を目的とし国としての

地球物理学的計測における大規模の重力測定を継続し

酉ドイツの重力分布図の作製1箆カ基本図作製を目標

とするドイツ測地委員会との共同研究1断層の実証1

背斜向斜構造の認定1噴出母岩の研究などを行扱って

レ､る.

磁気探査課:酉ドイツの磁力分布図のイ李製1玄武岩

および輝緑岩地域の研究1地質図幅作製への協力1金

属鉱床探査への協力などを実施している｡

地蟹探査課:北海海底の地質構造の研究･石油会社

の広範囲の地域の地質学的研究への協力･水脈探査の

ための人工地震の実施1アルプス基盤の研究･地殻深

二一ダｰサクセン地質調査砺(ざイツ連邦地質調査跳こ卿に秘)鰯蹄

9月ハノｰバｰ市で開催された国際水理地質学会では政府代表の派遣された国

々の国旗が会場前広場にひるがえっている,

ハノｰバｰ市にあるドイツ連邦地質調査所や二一ダｰサクセン地質調査

所の所在地付近にあるアパｰト

部研究･爆破の建造物におよぼす影響の研究匁とを行

なっている.

電気探査課:各種電気探査法の試験赫究･電気比低

抗法の系統的応用により飲料水あるいは用水を目的

とする含水層の探査研究(とくに南蔵ドイツにおける

水資源開発)･沿岸および内国(岩塩層近傍)におけ

る塩水を帯びた地下本を有する地域の鏡界設定などを

実施する.

間位元議繊蛾物理課:地質学的考古学的水

理地質学的問題の解決のためにC亘遥渕はる年代決定

･放射性同位元素の応用による漏水鳥よび水流の研究

などに携わっている.

岩忍物理観:孔隙率および浸透率春ら紀岩石の磁

気的弾性的性質の系統的研究などを実施する.

地熱課:地中の温度測定･温泉地域の地下の炭酸

C･HlN･O･Sおよびハロゲンの化学分析器(Universa1Automatic

Micm･Apparatu畠)を操作する女性技術者(ドイツ連邦地質調査所･

二一ダｰサクセン地賃調査所の石炭･石油研究室にて)�
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ガスの量の測定･ダムにおける漏水の研究などを行な

う由

鍍禰闘鑓蓄桑:電気探査法地震探査法同位元素地

球物理学実験装置の開発と製作を目.的とする技術面の

開発研究を実施する.

数学者地質学者狂ど21人の科学官が活躍している.

石油都酉ドイツのなかでも二一ダｰサクセン

州はヨｰロッパにおける有数の油田工業地帯に属し

石油部ではドイツ連邦地質調査所有滴会社との共同

研究が重要な要素を占めているといえる.

このような共同研究を円滑にするために

石油地質研究課石油地質資料交換課月間年間報告課州石

油課採油地質課に分かれて次の如き業務が運営されて

いる.

石油および天然ガス賦存地域について古地理と石油･

天然ガス鉱床の成因との関係の研究や石油･天然ガス

の層位学的問題の解明を行匁っている.

州地質調葦所主催のもとに石油会社の地質学者との

資料交換会議が開催されて石油･天然ガス探査におけ

る最新の地質学的鉱床学的知識カミ論ぜられて採油計

画への資料を提供している..ドイツ連邦共和国におけ

る石油試錐などに関する莫大な年報を作製する.石油

･天然ガス試錐の地質学的･鉱床学的解釈に努める.

泥炭石炭および褐炭用研磨器(SC服童董泄n6Poiie㎜a出葦ne)ドイツ

連邦地質調査所二一ダｰサクセン地質調査所の石炭石油研究室にて

日本製小型試錐機も使われていた(ハルツ山脈西縁のゼｰセン

ｰSeesen)にて

試錐機械地質機造解明や地下資源探査の

ためさかんに使われていた.

二一ダｰサクセン州繭箪郷の畢げド皿川釣レ

スタヅト(Dude祀ta出)の町役場回マネス

ク様式バ回ヅク様式ゴチック様式をとと

のえた建造物として珍しい

ハルツ山塊の地質図1幅調査研究にたずさわる

ンコ･ケツド博士(Dr.J･GZ舶heked)�
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試錐結果は他の州の石油･天然ガス賦存状況についても

解釈されかっ開発される.石油および天然ガスを対象

として鉱床の賦存状況埋蔵量の計算採油の可能性

などの研究を実施する.

土壌地質部この部では土壌地質研究土壌地質

図作製土地改良による土壌の農業面への利用研究を目

的として一般土壌地質課応用土壌地質課土壌化学課土

壌物理課に分かたれて次のようだ業務が行なわれて

いる.

土壌地質研究は土壌地質図や湿地帯地質図を作製す

ることによって行なわれており研究成果は説明書のた

かにおりこまれている.現在までにエムスランド

(E肌sIana:二一ダｰサクセン州西部のエムス河流域の

地方)地域の5000分の1土壌地質図や湿地帯地質図カミ

ュムスラント有限責任会社(EmslandGmbH)の委託研

究によって完成されている.これは約2300平方キロ

メｰトルを包括し州の全面積の5%に相当するといわ

れる.

土壌地質図や湿地帯地質図は農業耕地に不適当な地

域を耕地に改良したりすることに役立っている.さら

に二一ダｰサクセン州の湿地帯地質図の作製が着手され

25000分の1や5000分の1の縮尺で行なわれている.

これによって土地改良計画や排水計画が立てられるので

ある.土壌地質研究と地図作製とは耕作局水理局

などと協定のもとに行なわれるのである.地図作製を

目的とする土壌地質の研究のために土壌化学や土壌物

理の研究室が活用される.さらに地図作製に伴って土

壌の成因に関する純粋研究も取り上げられる.

ドイツ連邦共和国の土壌地質図作製も行征われる.

チェンバｰ試錐機(手

掴試錐機の1種)を使

って湖沼堆積物を観察

中のストライプ博士

(左｡Dr.S虹ei{)とへ

一タｰさん(右He･

πPete珊)二一ダｰ

サクセン州南東方のゼ

ｰブルグ湖(Seebuτ

gerSee)周辺にて

地質図幅研究部地質図幅作製業務は地球物理

艦蟻一

学的研究と相像って水理地質土木地質あるいは鉱

床地質だとの調査研究を推進する重要な基本的業務とな

っている.これらの業務を促進するために科学研究調

整課山岳地質部門として基盤地質課先第四紀被覆地質課

平野地質部門として一般第四紀地質課湿地･湖沼地質課沿

岸地質課が運営されている.

これらの業務のおもなるものは地質図幅作製を目的

とする地質調査研究であるが近年平野地質研究か進め

られて試錐調査研究カミ併用されることが特色である.

二一ダｰサクセン州の北部には大小の湖沼や湿地帯が広

がっておりここでも試錐による研究を併用して幾多

の研究成果をあげて第四紀地質研究に大いに貢献して

いるのである.

近年沿岸地質研究が進められて海岸地域の地質図幅

作製のほかに海岸沈降築堤東フリｰスランド諸島

(OstFries1and)の移動の問題が研究されている.二

一ダｰサクセニ■州の南部の古生界や中生界の地域はか

二一ダｰサクセン州西郷のドユンマｰ湖(D直mmerSee)の湖沼調黄研

究にでかけたおり着からジッケンペルグ教授(Prof.Dr.OSickenb-

erg)クラｰレ淑上山湖沼地質深長(Dr.H.O.Grahle)ステ}シェ博士

(Dr.U.Staesc止e)および筆著

ドイツ相三畳系の殻灰統(Musche1kalk)の石灰岩を採石し加工するセメン

ト工場ハノｰバｰ市南方のディエ〃ミッセン(Dユe1missen)にて�
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ってプロイセン地質調査所(PreussischeGeologische

Landesansta1t,Be工1in)の調査研究により地質図幅

(25000分の1)が印刷刊行されているが第二次大戦

後これらのなかで地質表現の不渡碧な地域から新しい

25000分の王の縮尺の地質図幅調査研究が開始されてい

る.

鉄鉱鉱山に関してほ休山に際してその当時の坑内状

況や地質状況を詳細に記録して保管するのである.さ

らにギフホルン(Gifhom)やスタッフホルスト(Staff･

horst)地方の鉄鉱区の特別課題カ茎研究されたりブレｰ

メン(Bre㎜㎝)近傍のアチム'･ホルステッド(Achim･

Horstedt)地方に最近発見された鉄鉱資源についての研

究か実施されている.北西ドイツにおける僅少の有色

金属鉱石が究明されたりとくに上部ノ･ルツ山脈(Obe･

rharz)における岩石地下水土壌申の微量重金属が

地球化学的方法で研究されている.カリ塩や岩塩資源

については臭素の比率やそれの層位的指示元素

(Leite1e㎜ent)としての有効性の研究さらに二畳系苦

灰統(Zechstein)の岩塩鉱床に関する発生的問題の解明

などカミある.放射性廃棄物の岩塩鉱床採掘坑跡の利用

も研究される.さらに岩塩鉱床の開発や加里工業を目

的とする試錐在どカ壊施される.近年休坑と在る石炭

鉱山の重要た地質学的事項の記録が実施されたりある

いは褐炭や泥炭の一連の研究が恋されている.さらに

エッシェルスハウゼン(Eschershaus㎝)のアスファルト

鉱床については特別研究が課せられている.

上部ノ･ルツ山脈やウェラ川流域(Werr&Gebiet)にお

ける重晶石資源の地質学的地球化学的研究が行なわれ

ている.さらに窯業原料砂砂礫珪藻土石膏

膨脹頁岩などの資源およびヴェｰゼル河両岸の山地

(Wesergebirge)やズンテル地方(S舳el)に設けられ

つつある国道に使用する敷石用の堅硬な岩石を採石する

石切場についても特別な研究課題を提供している.

水理地質部水理地質学は地下構造と関係の

ある地下の水流を観察する学問である.そして地質学

の知識に基づいて地下水の存在成立貯蔵移動など

の概念が明らかになるのである.地下氷資源の研究は

次のような課題を包含している.すなわち含水層水

量水質の問題である.

･水理地質部は以上のような課題を解明するために基

礎研究課州地下水課水理地質図幅課給水課温泉･鉱泉課

地下水質課廃水･地下水抑制･誘水･趨蕩･排水･地下水俣

謹課が運営されている.このような組織のたかで次の

ような業務カミ行なわれている1

最も重要たことは二一ダｰサクセン州における地下水

区域を決定することである.水理地質学研究によって

得られる資料は実際の水理地質学的業務の基礎となる

のである.水理局との共同で実施される実際の業務は

次のことに関する水理地質学会議を包括している.

�

戩

�

�

�

�

中新世の玄武岩を石材として採掘するケッチンゲン南方のマイスナｰ高地

(HokerMei醐nerにて)

地下水開発と給水設備の拡大

温泉･鉱泉の開発

地下水保護領の制定

泉保護領の制定

ダム高潮･洪水調節池による地下水財政の影響

塵芥下水廃水浄水装置墓地鉱油･内燃機関用燃

料化学的蓑薬石油･ガス輸送管試錐鉱山鉱溝

泥土塩水原子炉などによる地下水汚染の除去防止

25,OOO分の1ノ･ノｰバｰ地質図幅((1958年刊)�
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停止.

さらに州政府は自治団体の水理地質学的問題(援助

協議処置)の依頼に応ずるのである.

以上のごとく二一ダｰサクセン州地質調査所の6部37

課の業務は運営されているのであるがこのほかに独立

課として一般岩石･堆積岩課古生物･標本課工学地質課

資料課出版課製図課管理課およびブレｰメン支所カミ

運営されている｡次にとくに古生物標本課工学地質

課出版課についてお知らせしよう.

古生物･標本課古生物学研究の対象となる

重要拒ものとして脊椎動物化石･無脊椎動物化石微

生物化石(有孔虫コノドントなど)植物化石(花粉･

胞子化石を含む)枚とがある.古生物学は生態学生

物地理学比較解剖学分類学系統発生学と共に研究

され生物層序学古生物変形学古地理学に応用され

なければならない.地質学と関連して古生物学の果す

重要や役割は地質時代の決定である.とくに地質図幅

調査研究水理地質学研究鉱床地質学研究への数々の

貢献は忘れてはならない.さらにこれらの研究対象と

なった数多くの化石は系統的に分類されて600の標本

棚に収められて将来の地層対比と研究のために保存さ

戸れている.

工学地質課基礎地盤の建造物に及ぼす問題

道路計画に対する地質の問題(たとえば路線選定地す

べりの危険性の有無地盤の軟弱度)ダムサイトの位

置選定の問題などが地質工学的たあるいは土木地質

学的な立場から考究されて土木事業

建設事業に大き

く貢献している.

出版課各種の地質図と調査研究報告書の印刷

出版はドイツ連邦地質調査所や各州地質調査所にとっ

てきわめて重要な課題である.各州地質調査所独自

の出版物もあるが総括的な出版物としてGeo1ogisches

JahrbuchとBeiheftezumGeologischemJahrbuchの

2があげられる.両者ともドイツ連邦地質調査所およ

び各州地質調査所の共同出版物であり共同の研究報告

書である.前者には100頁以内の研究報文を後者に

は100頁以上の研究報文を掲載発表することができるの

である.

25,OOO分の1ハノｰバｰ地質図幅説明蕃

(1959年刊)

5人員｡配置業務についてのべてきたがど

のように職員が配置されているかをみることにする.

職務別にみると二一ダｰサクセン地質調査所もドイツ連

邦地質調査所の職員と同様に研究系統技術系統事

務系統に分かれる.採用当時は研究員技術員事務

員雇傭員であるがそのごの職務の経験によって科

学官技術官事務官に昇格する.さてそれでは1965

年当時との位の職員が活躍していたかというと科学官

36名研究員44名技術官および事務官9名技術員64

名事務員27名雇傭員10名で総計190名であった.

総括すれば研究系統に80名技術系統に最大72名事

務系統に最大45名が清躍しているのである.

たぴたびのべるごとくここではドイツ連邦地質調査

所と密接枚関係をもって業務が行祖われており職員

の交流も行なわれていることは注目に値することであ■

る.

(筆者は地質部)

ドイツ連邦地質調査所･各州地質調査所

の総括的な研究報告書としての地質年報

(Geolog三sche3Jahbuch)

地質年報特別号�


